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From Chiyoda Public Library【千代田区立図書館からのおしらせ】 

ライブラリー
クイズ＆スタンプラリー

区立図書館へ行こう！

� � ����� � �� � � �� � � ���� �� ���� �
● 会期：10月26日(月)～11月15日(日)
      ※図書館によって休館日が異なります。

● 参加費無料　● 会場：千代田区立図書館5館

特 別 展

ポモーヌ 2020年　11月号　A4 4P
表紙面 2C  スミ＋DIC2538

表 4 表 1

日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】

～12/25（金）■3Ｆエレベーターホール＋ガラスケース

～2021/1/15（金）■3Ｆグリーンゾーン【哲学・歴史・自然科学】の本を集めたゾーン

展示   　PICK UP

南方 熊楠 著
平凡社
2017年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『東京路上博物誌』
●藤森 照信＋荒俣 宏  著  
●鹿島出版会 ●1987年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『江戸から東京へ 大都市TOKYOは
いかにしてつくられたか？』
●津川 康雄 監修 ●実業之日本社 ●2011年

※展示情報は変更する場合がございます。11 月 の 展 示 情 報

パープル
ゾーン

2F ｢競争社会の光と影」（～11/13）

「コロナブルーを乗り越える」（～11/13）

　南方熊楠は博物誌のような人物だ。あらゆ
る分野に精通し、在野の研究者だったという
こともあるが、彼の研究と業績の全容はいまだ
に把握しきれていないといわれている。
その入門としてこちらを紹介する。短い文章を
複数入れるという構成のため読みやすい。中
には紀行文もあり、彼の人柄の一端に触れる
こともできる。南方熊楠とその周辺人物につい
て簡単な説明とブックガイドが巻末にあるた
め、これからという方におすすめしたい。

「これからの書店・図書館・出版社・取次」 （～2021/2/28）

「解き明かされる不思議
 ～未知から人知へ～」（～2021/1/15）

「私的表現」（～2021/2/12）
今や個人が自らの情報を発信することは当たり前ですが、あまり公
にしない部分にこそ、その人自身が強く表れるのではないでしょう
か。この展示では作家の手紙やセルフポートレートといった、私的
な表現方法の資料を集めています。

3F
ブルー
ゾーン

3F
グリーン
ゾーン

2F
パープル
ゾーン

2F
エレベーター
ホール

■お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4  
               TEL：施設代表 03-3502-3340 図書総合カウンター 03-3502-3343 URL： https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/

開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■日祝10時～17時  ■休館日 
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〔 都営地下鉄 〕
● 三田線「内幸町駅」
　A7出口  徒歩3分 
〔 東京メトロ 〕
● 丸ノ内線
● 日比谷線 
　「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分
● 千代田線  
　「霞ヶ関駅」C4出口徒歩3分 

 ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場は
ございません。 公共交通機
関をご利用下さい。

千代田区立
日比谷図書文化館

日比谷
野外音楽堂

A7出口

日比谷花壇交番

交番

日比谷駐車場
入口

皇
居
外
苑

日比谷通り

国
会
通
り

晴
海
通
り

祝田通り

市政会館/
日比谷公会堂

B2出口

丸ノ内線・日比谷線
霞ヶ関駅

千代田線
霞ヶ関駅
C4出口

三田線
内幸町駅 帝国

ホテル

千代田線
日比谷駅
A14出口

千代田区立図書館５館にまつわる問題に答えていただく
クイズラリーを開催します。全館を巡って全問解答した方
にはプレゼントを差し上げます！また、５館のうち、３館の
スタンプを集めるスタンプラリーも同時開催。秋の図
書館巡りをお楽しみください。

NEW!

１階 特別展「 荒俣宏の大大マンガラクタ館」関連図書展示
「荒俣宏が描いた帝都・東京」（～12/25）
荒俣宏の代表作『帝都物語』の世界観を日比谷の蔵書から読み解
きます。登場人物のほか、作中で描かれている明治から昭和にかけ
て移り変わる帝都・東京に注目します。

3F
エレベーター
ホール＋
ガラスケース

NEW!

過去、人は不思議なも
のに対し、神聖さや畏
敬の念を抱いてきまし
た。現代においてそれ
らは解き明かされ『現
象』『過去の遺産』と
なっています。不思議
なものを解き明かし

てきた先人たちの歩みから、現代の様々な困難を乗り越える足掛かり
を見つけ、また解き明かされたものに思いをはせてもらう展示です。

三角台

オススメします！ 図書フロアスタッフの
推薦本を紹介します。
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千代田区立日比谷図書文化館  広報誌

１階特別展「荒俣宏の大大マンガラクタ館」関連図書展示

「荒俣宏が描いた帝都・東京」 
荒俣宏の代表作『帝都物語』の世界観を日比谷の蔵書から読み解きま
す。登場人物のほか、作中で描かれている明治から昭和にかけて移り変
わる帝都・東京に注目します。また、昭和2年の日比谷を舞台に二宮金
次郎像が登場する場面を旅します。そして、コロナ禍に都市はどうある
べきか、都市のあり方を問います。

「宇宙」「自然」「文明」「人」に
ジャンルを分けて紹介しています。

解明に携わった学者・探検家の
ミニパネルも展示しています。

「
漫
画
と
人
生
」

「
図
鑑
の
博
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誌
」

「
ア
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マ
タ
美
術
誌
」

「
怪
奇
文
学
大
山
脈
」

「
奇
っ
怪
紳
士
録
」

「
帝
都
物
語
」

「
稀
書
自
慢
」

荒俣宏の大大マンガラクタ館
「だれかに発見されないかぎり、ずっとゴミくず同然に埋もれてしまう」ガラクタこそを面白がる、という価値観を示した荒俣宏氏。
その人生と好奇心の拡がりを、自身のコレクションや創作物などで紹介します。

 ※休館日：11月16日（月）●開室時間：月曜～木曜10：00
～19：00、金曜10：00～20：00、土曜 10：00～19：00、
日・祝 10：00～17：00 ※入室は閉室の30分前まで 
●会場：日比谷図書文化館 1階特別展示室 ●観覧料：
一般300円、大学・高校生200円、千代田区民・中学生以
下、障害者手帳などをお持ちの方および付き添いの方
1名は無料  ※住所が確認できるもの、学生証、障害者
手帳などをお持ちください。●主催：千代田区立日比谷
図書文化館 ●企画協力：京都国際マンガミュージアム
/京都精華大学国際マンガ研究センター

開催中　 12月16日（水）

荒俣氏の名を
世に知らしめた

長編小説にして代表作
「帝都物語」をテーマ
にしたコーナー

ピンナップガール
のイラスト、大衆小説
の挿絵などの

アラマタコレクション
を紹介

「奇っ怪紳士」
のひとりである

三田平凡寺（1876～1960）。
御遺族からお預かりした

資料の一部を
お披露目

荒俣少年が
影響を受けた

マンガや青年時代に
描いたマンガ作品
などを紹介

コ
ー
ナ
ー
名
は
す
べ
て

荒
俣
宏
氏
の
著
作
名

展
示

構
成

↑大学時代の荒俣宏による
　イラスト原画

←

大
学
時
代
の
荒
俣
宏
に
よ
る
マ
ン
ガ 「
蛍
火
」原
画（
部
分
）

↑ジョルジュ・バルビエ（George Barbier）「au Lido（リドにて）」
　『FALBALAS et FANFRELUCHES（装飾と装身具）』1922年↑三田平凡寺（1914年撮影）

↓18-19世紀の博物画（銅版手彩色）

→ 

荒
俣
宏 

原
作  

高
橋
葉
介 

作
画 

『
帝
都
物
語
』 

原
画 

Ⓒ 

高
橋
葉
介

18～19世紀の
美しい博物画や
荒俣氏による精緻な
魚類観察日記
などを紹介

▶▶▶館内では常時マスクの着用をお願いいたします。入館の際は、手指消毒・検温・入館票をご記入ください。

日
比
谷

図書文化館オリ
ジナ

ル
展
示

選りすぐりの
逸品を紹介する、
日比谷オリジナルの

コーナー

自ら挿絵を
付けた翻訳や

創作を載せた同人誌
などを紹介
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(月)
2 星座をめぐる

講師：皆川 敏春（星のソムリエ®みたか）／北崎 直子（星のソムリエ®みたか）

星座は好きですか？遠い異
国の地で誕生した星座は、
その地域の神々、英雄、身近
な動物たちが夜空に描かれ
ました。最も古い星座はプト
レマイオスがまとめ、世界が
グローバル化を求めた頃、
大航海時代の需要品として
南半球にも星座が誕生しま
した。今宵は星座の誕生物
語を、時空を超えて旅をして
みましょう。

■ 日時：11月2日（月）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

11

(土)
7 荷風の恋―初恋、情熱、官能講師：持田 叙子（近代文学研究者）

永井荷風は恋多き作家です。多数の女性
に魅せられ、もの想いました。恋こそ人生
の華であると考えました。かぐわしく麗し
い荷風文学の恋の名場面を読みます。『腕
くらべ』『つゆのあとさき』『雪の日』・・・。
皆さまと読む９０分が終わったとき、芳醇
なワインを飲んだようにほろ酔い気分に
なれれば嬉しいです。

■ 日時：11月7日（土）
 　14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール） 　
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円　
※5月15日（金）の講座が延期されたものです。

11

撮影：皆川 敏春氏

(木)他
3 文豪たちの素顔
―明治の名作はいかに生み出されたのか？（全２回）
講師：堀 啓子（東海大学 教授）

明治時代、「あの名作」を世に送った文
豪たちはどのような人生を歩んだので
しょうか？ベストセラー『金色夜叉』を
生んだ尾崎紅葉。その弟子で舞台作も
人気の泉鏡花。王道の夏目漱石。日本に
ミステリーを広めた黒岩涙香。彼らの、
教科書には載らない意外な実人生か
ら、その創作の源泉を探っていきます。

■ 日時： 第1回：12月3日（木） 19：00～20：30（18：30開場）
 尾崎紅葉と泉鏡花― 美文家師弟の愛したモチーフ
 第2回：12月17日（木）19：00～20：30（18：30開場）
 夏目漱石vs黒岩涙香―作家と記者の新聞小説
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：各回60名　■ 参加費：各回1000円
※6月3日（水）、17日（水）の講座が延期されたものです。

12

『金色夜叉』 尾崎紅葉が書いた
明治時代の代表的な小説

(水)
9
これからの書店 図書館 出版社 取次
新しい「本との出会い」をつくる
講師：富樫 建（日本出版販売株式会社 取締役）

1万2千冊の本を備えたブックホテル
「箱根本箱」と入場料制の六本木の書
店「文喫」。新たな人と本との出会いの
場を手掛ける日本出版販売株式会社
は、取次として社会に本を届けるという
役割を担いながら“文化を守り、つくる”
ということを価値とし、さまざまな事業
に挑戦しています。時代の移り変わりとともに本に求められるものも変
化する中、本の持つ価値を再定義するプロジェクトを通して見えてきた
こと、本に関わる新たなビジネスの可能性などをうかがいます。

■ 日時：12月9日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

12

「箱根本箱」

(木)
10 250回目の誕生日を前に　音楽界の革命児ベートーヴェン～人と作品を知る

講師：飯田 有抄（クラシック音楽ファシリテーター、ライター）

「運命」「第九」など、クラシック音楽の代名詞ともいえ
る傑作を残したベートーヴェン。過去400年の音楽史
の中で、彼が成し遂げた先進的な仕事とはいったい
何だったのか。250回目の誕生日を前に、時代と人
に注目し作品を鑑賞しながら革命児の魅力に迫る。
（協力：ラックスマン、フォステクス、ナクソス・ジャパン）

■ 日時：12月10日（木）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

12

(金)
11 映像で辿る、それぞれのルネサンス　―レオナルド・ダ・ヴィンチ、 パブロ・ピカソ、フリーダ・カーロ

講師：中村 宏美（アートナビゲーター）

三人の画家が愛したルーツを解き明かす―。
ダ・ヴィンチ、ピカソ、フリーダ・カーロ、それぞれの
「ルネサンス」とは？来春公開の映画から美しい高精
細映像で絵画をご覧いただきながら、一筆一筆に込
めた想いと背景を辿る、美術の旅へご案内します。
（主催：株式会社ライブ・ビューイング・ジャパン、
共催：日比谷図書文化館）

■ 日時：12月11日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

12

(水)他
18

江戸歴史講座 第68・69回 遺跡にみる江戸のまちづくり　
その３ 江戸城を掘る
その４ 江戸のまちと庶民生活
講師：後藤 宏樹（江戸都市史研究家・ブラタモリの案内人）

約400年前に家康が将来性
を認めて町づくりを進めた
江戸は、およそ1世紀後には
人口100万を超える天下の府
と発展しました。その3では
史跡調査で判明した江戸城
の成り立ちと歴史を、その4
では絵巻や史料には描かれ
ない庶民の暮らしぶりを最
新の研究成果も合わせて解
説します。

■ 日時： その3 … 11月18日（水）19：00～20：30（18：30開場）
  その4 … 12月1日（火）１9：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階　日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：各回60名　
■ 参加費：各回 1000円（千代田区民 各回500円）

11

江戸城二重櫓

新橋巴家八重次「文藝俱楽部」
1908年（明治41）4月号

（市川市文学ミュージアム蔵）

釘綴じの本：『日本歴史図録 上』
（1918年）

(金)
2011

(木)
26

これからの書店 図書館 出版社 取次
山梨流 書店と図書館の新しい関係
講師：須藤 令子（朗月堂書店代表取締役）

県立図書館と地元の書店が中心になって組織
する「やまなし読書活動促進事業実行委員
会」（通称：やまどく）。作家の講演会やサイン
会、作家と一緒に地元のワインを飲む会、ビブ
リオバトル等様々な企画を成功させ、その活動
は全国の書店、図書館、出版関係者からの注
目を集めています。「やまどく」の実行委員長
であり、地元の有力書店「朗月堂」社長の須藤
令子氏にこれまでの成果や苦労、これからの
新たな取り組みについてお話をうかがいます。

■ 日時：11月26日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

11

(日)
29 産業化された製本の修復―針金綴じと釘綴じについて―

講師：岡本 幸治（製本家、書籍修復家）

2019年度に修復した特別
研究室の蔵書の中に針金
や釘で綴じられている本
がありました。針金綴じや
釘綴じは製本が産業化さ
れる中で生み出された技
術ですが、今回修復した本
の針金や釘は腐食が進
み、修復には大変手間がか
かる状態でした。この修復
を行った講師に修復の過
程をお話しいただくとともに、針金綴じや釘綴じはどのように製本に用
いられてきたのか、その利点と欠点、耐久性における糸綴じの本との比
較などから、針金綴じや釘綴じの本を長く活用するための扱い方につ
いても考察します。

■ 日時：11月29日（日）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：60名　
■ 参加費：1000円（千代田区民・学生500円）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。
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2019年度、日比谷図書文化館特別研究室
では内田嘉吉文庫をはじめとする特別研
究室所蔵資料計15点の修復を行いました。
そこで、修復報告の一環として、修復を終
えた資料とその作業記録を公開します。今回は糸綴じのみならず、針金綴
じ、釘綴じの資料の修復も行われ、材料や技法の創意工夫により、安心して
手に取ることができるようになりました。活用と保存の両立のためにはどの
ような修復が必要か、実物と修復作業の記録パネルでご覧ください。

11月4日で開館9周年を迎えます。日頃より多
くの皆さまに支えていただきまして、本当にあ

りがとうございます。今年は、予想もしなかった出来事により、開館以来、初め
ての臨時休館を経験し、ご来館の皆さまにご不便をお掛けいたしました。日
比谷図書文化館は本や資料を提供するだけではなく、皆さまの“想像力”や
“好奇心”を刺激し、その能力を引き出すためのお手伝いをする施設です。今ま
で当たり前だと思っていたことが、当たり前でなくなった今、日比谷図書文化
館の役割を改めて考え、皆さまにとっての「知の拠点」となることを、これから
も目指してまいります。今後とも、日比谷図書文化館をよろしくお願いします。

11・12月の講座 
▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の
　５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはホームページにて、講座名、お名前（よ
みがな）、お電話番号をご連絡ください。各講座ともに定員になり次第、締め切ら
せて頂きます。 キャンセルの場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。
千代田区民料金のある講座は、当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確
認できるものをお持ちください。

千代田区民講座

笑顔を健康習慣にさせる秘訣
講師：小林 良子（株式会社スマイル・フォスター代表取締役）

人生を豊かに過ごすために整えたい4つの健
康(身体・心・経済・社会)に対して、笑顔がどれ
だけの効果を発揮するかを理解したうえで、
笑顔の習慣を作る実践的なトレーニングを行
い、笑顔力をアップしていただきます。
（主催：ＮＰＯ法人 神田雑学大学）

■ 日時：11月20日（金）19：00～20：30
　（18：30開場）　
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 　
■ 定員：60名　■ 参加費：無料　
※5月8日（金）の講座が延期されたものです。

■期間：11月４日（水）から順次開講 ■会場：4階スタジオプラス（小ホール）、地下1階 
日比谷コンベンションホール（大ホール）■定員：各23名（事前申込順）■参加費：【入
門コース】【本科コース】16,800円（全５回/各回120分/別途資料代500円）【特設・月１
回コース】 ［翻字者育成講座］10,080円（全3回/各回120分/別途資料代300円）【特
別講座】13,650円（全5回/各回90分/別途資料代500円）※翻字者育成講座には別途
テキスト 国文学研究資料館蔵『源氏物語 若紫』（税込1,512円 2016年 新典社）が必
要です。（当館でのご用意も承ります。）※てらこやに関する資料をご希望の方には無
料で送付いたします。今期は各回でのお支払いとなります。■資料請求・講座のお問
い合わせ：電話（03-3502-3340）日比谷図書文化館 古文書塾てらこや担当迄　

古文書専門塾として、初心者から経験者まで楽しみながら学んで
いただける「古文書塾てらこや」。多種多様な講座を開講します。

◆古 文 書 塾てらこや 2 0 2 0 年 1 1 月 開 講 講 座 ◆

開講日曜日・時間講座名

● 入門コース （全５回）120分

● 本科コース （全5回）120分

● 特設月１回コース （全3回）120分

● 特別講座 （全５回）90分

文人画と碑文 ―掛軸を読む
武家文書を読む―幕府崩壊事情

古文書のいろは  筆字のくずし字

いろはの次 ―古文書いろいろ（午前クラス）
いろはの次 ―大江戸大変

大久保利通の手紙を読む （火） 19：00～
開国ニッポンの外国人―それぞれの人生 （水） 13：30～
江戸時代の呉服店 ―経営史料でみる三井越後屋の販売（水） 19：00～
和本の世界を楽しむ―江戸時代本屋の仕事 （木） 13：30～

芸の継承 ―八花街の創生事例を中心に （土） 10：30～
江戸・明治の書状を読む ―形式と内容、 一歩から （金） 18：30～

開講日曜日・時間講座名

開講日曜日・時間講座名

開講日曜日・時間講座名

（日） 13：30～
（水） 13：30～

絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎 （土） 13：00～

『橋本本 源氏物語 若紫』を読む［翻字者育成講座］（土） 14：00～

（月） 10：30～
（月） 13：30～
（火） 10：30～
（木） 13：30～
（金） 13：30～
（金） 18：30～
（月） 18：30～
（火） 10：30～

いろはの次 ―古文書いろいろ（午後クラス） （火） 13：30～

11/17
11/4
11/4
11/5

11/7
11/6

11/15
11/11
11/14

11/14

11/9
11/9
11/17
11/12
11/13
11/13
11/9
11/10
11/10

100年後も手に取れる本に
～内田嘉吉文庫修復報告 2020～

特 別 研 究 室 企 画 展 示

『南満洲鉄道株式会社十年史』
（南満洲鉄道株式会社 編 /1919年）

■ 期間：開催中～12月28日（月） ※休館日：11/16（月）、12/21（月）
■ 場所：４階 特別研究室　■ 入場無料

日比谷図書文化館は、


